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１．情報収集



我が国において、1959年以降、子どもの死亡原因の第1位は“不慮の事故”
であり、子どもを安心して育てられる生活環境の整備にむけて、子どもの事故
を減らしていくことが急務であり、子どもの事故情報の収集・分析・共有等に取
り組むことが求められている。

そこで、子どもを安心して育てられる生活環境の整備に向けて、子どもの“不
慮の事故”を無くしていくことを目指し、

① 病院での子どもの事故情報の収集や保護者等からの情報提供による事
故情報のデータベースの構築

② 集まった事故情報を専門家・研究者による、統計的な分析や子どもの行動
分析による事故原因究明

③ 収集分析した事故防止に役立つ情報や事故原因などの情報を、保護者を
はじめ社会全体へ発信

などに取り組み、事故の未然防止対策を推進していく。
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事業の目的



事業の概要

事故発生

情報発信
保護者、自治体、
企業、報道、行政
等への情報発信

事故防止策、
対策事例、
事故原因、
事故情報、

などを情報発信

企業等の自主的な取組を
表彰制度等で推進
（キッズデザイン賞、KDマーク）

安全知識共有ネットワーク

治療を要する場合

事故情報

病院

事
故
防
止
策
の
提
案

対
策
製
品
情
報

情報収集

個
別
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事
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の
原
因
究
明
、

事
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案

事
故
の
抽
象
化
、
一
般
化

現場検証
事故現場、
事故製品を検証

重篤で頻度の高いものの内
原因不明なものを対象に
年間３～5件を詳細に調査

有識者

行動分析
事故に到った
子どもの行動
特性の分析

事
故

情
報

の
提
供

メーカ等

未然予防策の検討

未然防止対策の検討、対策製品の開発

保護者等からの情報提供や
製品評価技術基盤機構、
国民生活センター、
日本スポーツ振興センター
との協力・連携による情報収集

子どもの発達段階、事故に関係する物、事故が起き
た場所・直前の行動などの項目を含めて情報収集

国立成育医療センター

原因究明
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事故調査票を使って聞き取り調査を実施し、事故情報を収集。

本事業期間（2007.9-2008.2） 1,112件
（2006年11月から2008年2月 2,304件）

事故情報の収集状況

救急部にて、調査項目

事故の種類
直前の行動
傷害の種類
傷害の部位
治療の種類

など23項目を記入
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１－１ 成育医療センターにおける事故データ収集
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１－２ 事故データの分析

転倒・転落シュミレーターの開発
頭部傷害シュミレーターの開発

指はさみシュミレーターの開発

転倒・転落 54.4％（第1位）

頭 65.0％（第1位）
手・指・手首 10.4％（第2位）

転倒・転落
54.4%

衝突
12.3%

誤飲・誤嚥
8.0%

やけど4.3%

はさむ4.3%

その他
16.7%

頭部

頭 65.0%
手・指・手首
10.4%

前腕・肘 8.5%

足首・足 3.9%

大腿 3.4%

データ：2,304件
(身体部位情報がある1,628のデータを採用)

膝・下腿 2.6%

その他
6.1%

データ：2,304件
(複合的な事故を含む2,496のデータを採用)



データ ： 2,304件
(製品情報がある1,698のデータを採用)
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（参考）傷害の原因となった製品の分析

身の回りの製品 件数 全事故に占める割合

自転車（交通事故含む） 135 8.0%

他者 118 6.9%

階段 118 6.9%

椅子 114 6.7%

遊具 93 5.5%

テーブル 79 4.7%

小物（コイン、飴など） 79 4.7%

ベッド 68 4.0%

ドア 67 3.9%

自動車 64 3.8%



２．検証および分析



頭蓋骨骨折の危険性評価
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①被災者からの聞取調査と現場検証
（すべり台の形状計測）

③頭部衝撃シュミレータで
頭部への衝撃を分析

事故事例
1歳11ヶ月の女児が「すべり台」からの転落事故によって頭部外傷（頭蓋骨骨折と硬膜

外血腫）を負った事例に関して分析。

分析の結果
頭部が傷害を受ける可能性のある接地面を

コンクリートからゴムに変えると、頭蓋骨に
かかる力は9４%減少し、重篤な頭部傷害に
至る危険が大幅に減ることが分かった。

２－１ 転倒・転落事故の検証・分析

②転倒・転落シミュレータ
により落下の様子を再現
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骨折の危険が
ある値(27MPa)

94%減少



①事故状況の再現

事故事例
事故事例の多いドアでの指はさみ事故に関して分析。

分析の結果
今回の分析は大人の指を模擬したものであ

り、数値的な結果は参考的な指標であるもの
の、傾向としては、形状を丸くすることや、
ドアと壁の隙間を広げることにより、指にか
かる力を軽減できることが分かった。

２－２ 指はさみ事故の検証・分析

②指はさみシミュレータによりドアの形状、取り付けの隙間寸法の違いに
よる影響を分析（大人の指の寸法（幅17ｍｍ、厚さ14mm）で実施）
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既存
面取りC1，隙間3mm

面取大
面取りC5，隙間3mm

隙間大
面取りC1，隙間9mm

爪下部の最大主応力が減少

[Pa]



３．情報発信



・子どもの月齢や成長・発育に応じた
典型的事故のCG映像

http://www.kd-wa-meti.com
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３－１ 情報発信サイト「キッズデザインの輪」の立ち上げ

・収集した事故データの統計の閲覧・検索

○ 主なコンテンツ



子どもの月齢や成長・発育に応じた典型的事故の状況をCG映像により情報発信を行
うことにより、分かりやすく事故予防に向けた注意喚起や、メーカ等による事故予防策の
推進を図る。
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３－２ 事故予防コンテンツ



1.   2007.11.16 「 キッズデザイン展2007 in  

OSAKA 」（大阪府）

2.   2007.12.2   「キッズデザイン・クリスマスイ

ベント」（東京都）

3.   2008.3.12 「あぶない！の科学とものづくり

in 中部」(愛知県）

安全知識の普及・事業の周知の
ためのシンポジウムの開催

医療関係者向け情報の取り方解説
ＤＶＤの作成

保護者向け情報提供依頼・パンフレット
の作成（作成中）

新聞・取材・学会等
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1. 2007.12.6 NHKおはよう日本「こどもの

事故防止 ネットワークづくりへ」

2.    2008.3.16 TBS夢の扉「子どもの事故を

なくせ」

3.    2008.5.5  朝日新聞朝刊26面

4.    2008.5.6  読売新聞朝刊19面

5.    2008.5.9  NHＫニュースウォッチ９

6. 2008.5.12 日本テレビ ズームインSUPER

7. 2008.5.15 フジテレビ めざましテレビ

8. 学会誌（機械系 2件、医学系 3件、

建築系 1件、その他 2件）

３－３ パンフレット・ＤＶＤ・シンポジウム
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